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2021年1月更新

ヒトは水中で運動することに決して向いているとは言い難

いですが、長年に渡って鍛錬を重ねたトップスイマーは、

魚のごとく水中を移動することができます。トップスイ

マーのように、水中で効率よく移動するためには抵抗を抑

え、推進力を高める必要があるがありますが、これらの要

因について、流体力学的視点から詳細に研究した事例はそ

れほど多くありません。そこで我々は、実験用回流水槽や

流れの可視化装置等の最先端測定装置を用いて、ヒトの泳

パフォーマンスを向上させるための要因を流体力学的に解

明する研究に取り組んでいます。その結果、トップスイ

マーは、身体周りの流れを巧みに制御し、圧力抵抗の増加

を抑制しつつ、渦を利用して推進力を増大させていること

が明らかとなりました。

図：回流水槽を用いた泳運動中の人体周りの流れの可視化


